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2Ea-7　　　　水晶発振子を用いたプロテアーゼによるタンパク質汚れ洗浄過程の追跡

　　　　　　　　　昭和女大家政　Ｏ小ノ渾治子　下村久美子　　　　　　　　　一第２報

　　　　　　　　　東京工大工学　　小見山二郎

＜目的＞水晶発振子は電極表面でナノグラムオーダーの物質が付着または脱離するとその

量に比例して振動数が低下または増加する。本研究では、この方法を用いてモデル蛋白質

汚れの酵素による洗浄過程を追跡することを試みる。特に溶液系で見られた非イオン界面

活性剤または酸化剤と酵素の相乗作用と陰イオン界面活性剤の負の効果が洗浄系で働くか

どうかを調べる。

＜方法＞酵素としてNagarse （ナガセ生化学）を、界面活性剤としてDBS、SD S、Ａ

PE、酸化剤として過炭酸ナトリウム、過ホウ酸ナトリウムを、また基質としてゼラチン

(ニッピゼラチン写真用）を用いた。水晶発振子はＡＴカット、金蒸着、9MHZのもの

（九州電通）で、電極上にゼラチンを付着させ、アセタール化して水中に浸し、界面活性

剤、酸化剤、酵素を添加した時の振動数の時間変化をカウンターで読取った。

＜結果＞基質ゼラチンは酵素の添加濃度が高いほど、最大の勾配で評価した重量の減少速

度が早く、早く一定値になる。これらはゼラチンが酵素によって分解除去されて行く過程

に対応すると考えた。陰イオン、非イオン界面活性剤のみを添加しても重量の減少は認め

られないが、その後酵素を添加すると、非イオン系の場合、添加濃度の増加と共に減少速

度が無添加系より高まり、陰イオン系の場合はc m c付近で重量の減少速度が同様に高く

なったが、それ以上でも以下でも低くなった。酸化剤を添加すると非イオン界面活性剤と

同様、酵素による重量の減少速度が高まった。しかし酸化剤濃度が高いとゼラチンの除去

量は低下した。このような変化の起る理由を溶液系についての知見に基づいて推論する。

2 Ea- 8 油汚れの除去に対する非イオン界面活性剤の構造と洗浄t生
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　旦的　汚染物質として有機質汚れを対象とし、金属表面からの油汚れの除去と、非イオ

ン界面活性剤の洗浄性への効果を重量法により評価する目的で検討した。

　方法　基板となるステンレスメッシュ（NBS社製）は3cmX 3cDiにカットし、中性洗剤で
洗浄後、市水、蒸留水ですすぎアセトンに浸潰、乾燥させた。オレイン酸、流動パラフィ

ン、トリオレイン各々の有機質汚れ中に基板を浸漬付着させ、熱処理を行った。放置後、

かくはん式洗浄装置を用いて、エタノール水溶液に純度の高いエチレングリコールラウリ

ルエーテル系界面活性剤（日光ケミケカルズ（株）製）を添加させた洗浄液で洗浄。すすぎ

は蒸留水を使用した。洗浄→すすぎ→すすぎを１工程とし、ドライキャビネット中で乾燥
させた後、洗浄前と洗浄後の基板の重量差より洗浄率を計算し、評価を行った。洗浄装置

の回転数は一定にし、洗浄時間は１分、３分、５分とした。また洗浄液のエタノール濃度

や洗浄液とすすぎの条件を変え、油汚れ除去に最適な洗浄条件および洗浄方法を探索した。

　結患　60％エタノール水溶液に界面活性剤を添加させた場合、界面活性剤のＨＬＢによ
り各油汚れの洗浄率は異なった。オレイン酸は極めて洗浄率がよい一方、流動パラフィン、

トリオレインでは洗浄率が低く、洗浄時間が長くなるほど洗浄率は低下した。また、極t生

の大きいオレイン酸は、エタノール水溶液で洗浄した方が洗浄性がよく、蒸留水のみによ

る洗浄では洗浄の効果がみられなかった。極性のない流動パラフィンや極性の小さいトリ
オレインでは、蒸留水での洗浄においても洗浄時間３分で60～70％程度の洗浄率が得られ、

エタノールのみによる洗浄よりも洗浄率は低下するが、60％エタノ~ル水溶液での洗浄よ

り洗浄効果があらわれた。洗浄時間が短い方が洗浄率がよいのは、洗浄液中で基板から除

去された汚れ物質が、再び基板に付着する再汚染によるものと考えられる。
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